
船舶が安全かつ効率的に航海するためには、常に自船の位置を確認し、危険な障

害物を避け、安全な進路を把握する必要があります。このための指標となるものが灯
台やブイなどの「航路標識」です。

日本全国には約５６００基の海上保安庁が管理する航路標識がありますが、十管区内の熊
本・鹿児島・宮崎の３県には４１７基が設置され、船舶の安全通航に大きく役立っています。
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灯標
船舶に岩礁、浅瀬等の障害物の
存在を知らせるため、又は航路を
示すため、岩礁、浅瀬等に設置し
た構造物で、灯光を発するものを
いいます。

照射灯
暗礁、岩礁等を照射して、
船舶に障害物の存在を知
らせるために設置したもの
をいいます。

灯浮標
船舶に岩礁、浅瀬等の障
害物の存在を知らせるた
め、又は航路を示すため
に海上に浮かべた構造
物で、灯光を発するもの
をいいます。

導灯
通航困難な水道、狭
い湾口等の航路を示
すために航路の延長
線上の陸地に設置し
た高低差のある２個
以上の構造物で灯光
を発するものをいい
ます。

指向灯
通航困難な水道、狭い湾口等の航路を
示すために航路の延長線上の陸地に設
置したもので、白光により安全な通航
路を、緑光により左げん、赤光により
右げん危険側をそれぞれ示します。灯台

船舶が陸地、主要変針
点又は船位を確認する
際の目標とするため、沿
岸に設置した構造物並
びに港湾の所在、港口
等を示すために設置し
た構造物で、灯光を発
するものをいいます。

電波標識
電波を利用した航路標識を電波標
識といいます。雨、霧等に左右され
ることなく、いつでも簡単に自船の
位置をもとめることができます。利用
者は専用の受信機が必要です。




